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一 道教委による国際交流について 

 先日も総合教育大綱におけるグローバル教育について伺いま

したが、今回は、道教委としての国際交流事業に関して、伺いま

す。 

 

（一）道教委における国際交流事業について 

 道教委の国際交流ポータルサイトによると、道教委として、カ

ナダ・アルバータ州、アメリカ・ハワイ州、ニュージーランド、

オーストラリア・タスマニア州、ロシア・サンクトペテルブルグ

市、中国・北京市、アメリカ・マサチューセッツ州などの様々な

各国、地域と相互の訪問やオンラインによる交流などが行われて

いる。道として、姉妹都市連携のある地域もあれば、そうでない

地域もあるが、この国際交流の地域は、それぞれ、どのような理

由で選定されたのか伺うとともに、それぞれの直近の交流状況

や、道教委が果たしている役割や、今後に向けた課題などの認識

について伺います。 

 

 

 

 

 

（高校教育課長） 

 国際交流事業についてでございますが、国際交流の地

域の選定に当たりましては、交換留学事業の場合、道の

姉妹友好提携や道教委が覚書を締結しております国・地

域と行っており、オンライン交流につきましては、学校

の希望を踏まえ、友好提携先等以外の国・地域とも実施

をしております。 

交流の実績といたしましては、昨年度は、カナダ・ア

ルバータ州、ニュージーランド、アメリカ・ハワイ州と

高校生交換留学事業を行い、本道から20名の高校生が

短期留学し、相手側から14名の生徒を受け入れたとこ

ろであり、また、オンライン交流につきましては、11校

の高校において、７つの国・地域と交流の実施をしまし

た。 

さらに、道教委と中国駐札幌総領事館、北京市教育委

員会との共催による北海道青少年中国友好訪問事業の

枠組みを活用し、16名の高校生が、北京市におきまして

現地高校生との交流を行いました。 

道教委では、交換留学事業の実施に当たりまして、留

学先の学校やホームステイ先の選定、渡航費補助による

経済的負担の軽減、留学前の事前研修会の開催などの支

援を行っているところであり、課題といたしましては、

相手先の受入枠の関係などから、留学を希望する全ての

生徒に対応できないことや、提携先の国・地域の社会情

勢が不安定な場合、交流の休止や再開の判断を必要とす

るケースが生じていることなどがございます。 
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（二）覚書の必要性について 

 今、お話しいただいたように、また、交流地域の中で、覚書を

締結している地域、していない地域が見受けられるようですけれ

ども、この両地域の協力関係を若い世代に引き継ぎ、継続的な取

組を将来にわたり進めていくことができるように、私としては、

覚書の重要性があると考えますが、この覚書の重要性の所見を伺

うとともに、今後、覚書締結の地域を増やしていく意思があるか

伺います。 

 

（高校教育課長） 

 国際交流に係る「教育分野における協力に関する覚

書」についてでございますが、教育行政機関相互の覚書

は、学校同士の友好協力関係の構築や生徒同士の交流活

動を展開することへの支援、教育環境や教員の指導方法

などの改善に資する交流を展開することへの支援、両者

の担当部局間の交流と協力の強化等を目的として締結

しており、生徒や教育者のグローバル的資質の発展に資

するつながりや関係性を育成するなどの重要性がある

と捉えております。こうした考え方のもと、多様な地域

と覚書を締結することは望ましいと考えますが、相手

国・地域との合意が必要でありますことから、締結に向

け、信頼関係構築のプロセスを積み重ねることが必要で

あると考えております。 
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（三）道立高校における国際交流の事例について 

 次に道立高校の国際交流の事例について伺います。過去にも、

グローバル教育に関し質問した際には、こちら側から海外地域へ

留学するこどもたちの支援に関して、それを中心に質問させてい

ただきましたが、今回は、逆に、日本に興味を持ってくれる若い

世代と、いかに、北海道の地域の道立高校などをつなげるかにつ

いて、検討すべきであるという視点から質問させていただきま

す。 

 先日まで、北海道移住パラグアイ 85 周年・ブラジル 105 周年

に道議会として派遣していただきまして、藤澤先生、稲村先生、

副議長もご一緒させていただいたわけですが、パラグアイ、ブラ

ジルそれぞれの日本語学校とも交流させていただきました。規模 

 

（指導担当局長） 

 国際交流の事例についてでありますが、日本語学校と

の交流実績としては、夕張高校が、パラグアイの日本語

学校と ICT を活用したビデオメッセージの交換などの

交流を行っており、また、日系人コミュニティとの連携

については、美深高校が、ブラジルの北海道人会から紹

介を受け、アルモニア学園とオンライン交流を行ってお

り、相互の文化理解の促進に繋がっております。 

 このうち、美深高校とアルモニア学園との交流におき

ましては、道教委の国際交流事業の枠組みによらず、学

校が独自に相手校との交流を継続し、学校では、生徒の

国際的視野が広がるとともに、自らの国・地域の文化へ 

 

高校教育課 
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感は、それぞれ異なりますが、双方とも、現地の日本人会が運営

をしておりました。 

 パラグアイのイグアス日本語学校は、小学生から高校生までの

こどもたちを対象に、日本語能力試験の高いランクを目標に掲

げ、教育を行っていました。パラグアイの公用語は、スペイン語

と現地のグアラニー語であるが、多様な移民国家なので、実際に

行ってみて、私も実はスペイン語で自己紹介の練習をして行った

のですが、実際に使ったところで、母語がスペイン語以外のこど

もたちが半数以上いるなかで、日本語が共通言語になっていると

いう、そういう環境の学校でありました。 

 また、ブラジルのアルモニア学園は、日本語及び日本文化の時

間もカリキュラムのなかに取り入れておりまして、バスを降りた

瞬間から、さくらさくらの歌ですとか太鼓で大変温かい歓迎を受

けたところです。美深町ともご縁がありまして、アルモニア学園

の生徒が、美深町を訪れたり、ＩＣＴを活用した対話をしている

とのことで、私どもがお邪魔した時も、それぞれの学校からのビ

デオレターの交換などがあったところであります。 

まず伺いますが、日本語学校や、日系人コミュニティなどと連

携している道立高校や、道内市町村の事例があるか伺います。 

 また、美深高校からのビデオレターは、生徒が自ら、英語によ

る動画を撮って編集したと思われるもので、手創り感がある温か

いビデオレターでありました。 

道教委としては、こういうアルモニア学園と、美深高校の国際

交流の意義をどのように認識し、今後、道立高校のＩＣＴを活用

した国際交流をどのように応援するのか伺います。  

また、私としては、例えば、こうした国際交流を機会に、現場

へのおしつけになってはいけませんけれども、簡単な動画の編集

であるとか、あいさつだけでも簡単なポルトガル語、ブラジルの

母国語がポルトガル語ですので、ポルトガル語の学習などを支援

することなども重要ではないかと考えます。 

道教委として、国際交流にチャレンジする学校現場を支援でき

る人材の、少なくとも紹介ができる窓口ですとか、道教委自体が

機能を持つべきと考えますが、現在の取組と、これからの課題な

どについても伺います。 

 

（四）ブラジル、パラグアイなど北海道人会のある地域との連携

の強化について 

今、ご答弁があったように美深高校とアルモニア学園の交流に

おいては、道教委の国際交流事業の枠組みによらずに進められた

ところでありました。一方で、覚書の必要性に関して、多様な地

域と覚書を締結することは望ましいと考えるけれども、まずは相

手国・地域との合意が必要、信頼関係構築のプロセスを積み重ね

ることが必要というようなご答弁もありました。そうしたことも

踏まえまして、ブラジル、パラグアイなど北海道人会のある地域

との連携の強化について、ご質問したいと思います。 

 今回、ブラジル、パラグアイを訪問して、お会いした日系人の

みなさんは、北海道人会のみなさんは、多様性のある国家の中で、

日系人としてのアイデンティーを構築していくことに、とてもす

ごい強く取組を継続されていて、そのことにも強く感銘しまし

た。 

 また、南米移住の経験談を伺うと、一部、北海道「開拓」の歴

史と重なるものもありつつ、それを超えるようなすさまじい苦労

の連続から、地域で信頼を勝ち取ってきた歴史は、日本人として、

北海道人としても、しっかり次世代に受け継ぎたいものだと、現

地の北海道としても考えたところであります。向こうの諺がある

そうで、西洋人が３人集まると教会を創るけれども、日本人が３

人集まるとどんなに厳しい環境でも学校を創るという諺という

か、慣用句みたいなものがあるそうです。一方、そういったブラ

ジル、パラグアイの日系人社会でも歴史的な第二次世界大戦を含

めた経緯や、家庭の環境などにより、日本語を使える人は少なく

なってきています。現在も、ＪＩＣＡだとかHIECCなどの研修な

どで、ブラジル・パラグアイとの交流、技術研修は継続されてい

ますが、教育の分野でもより強い連携が必要だと考えました。 

 

の理解も深まるということに意義があると捉えており、

道教委では、道立高校がICTを活用した交流を実施する

に当たり、学校の要望に応じて交流先を選定し、紹介す

るなどの支援を行っております。 

 道教委では、現時点で、国際交流をコーディネートす

る人材の活用実績はありませんが、今後、交流の相手国・

地域の拡大を図っていく際には、異国の言語や文化を理

解している人材を効果的に活用することなどについて、

検討が必要と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校教育監） 

 多様な地域との交流についてでありますが、道教委

が、現在、姉妹提携や覚書の締結により交流を行ってお

ります国・地域は、英語、ロシア語、中国語を母語とす

る国・地域でありますが、グローバル化が進展する中、

地域や世界の課題解決に向け、主体的に取り組もうとす

る意志を持つ人材を育成するためには、高校生が、異文

化交流や多様な価値観に触れる機会の創出を図るとと

もに、より多くの相手先との交流を拡大していくことに

ついては、意義があると考えており、今後も、知事部局

等とも連携し、様々な文化や言語の国・地域との交流が

実現するよう積極的に検討してまいります。 
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私としては、パラグアイ、ブラジルの北海道人会などや日本語 

学校と、道教委は、覚書を交わすなどして、ポルトガル語や、特

に、スペイン語などにも興味を持てるような機会を、道内の高校

生に対しても、北海道の未来のために提供すべきと考えますが、

見解を伺います。 

 

（指摘） 

 最後に、指摘ということになりますけれど、訪問団として、総

領事、ブラジル総領事などにもお話した際に、特に北海道の発信

について、ポルトガル語やスペイン語での発信が少し弱いのでは

ないかというご指摘もいただいたところであります。私個人的に

も、北欧などにお邪魔した際、日本語に興味のある現地の学生と

交流の機会があったのですが、どうしても今、それはある意味素

晴らしいことなんですけど、関心のきっかけがアニメやゲームな

どが中心にあるのに対して、日系人コミュニティの場合、幅広い

分野の、建築、メディア、経営学などを学んでいる若い世代との

交流の機会をいただいて、それは大変新鮮でした。先ほど申し上

げたように、現在JICA、HIECCなどで、大人の交流事業はありま

すけれど、日本語レベルが非常に高いものが求められているとい

うのがあり、日本語を学ぶためのモチベーションをどう若い世代

につけていくのかというのが、現地の日系人コミュニティの中で

もテーマになっていると伺いました。そういった動機付けのため

にも、学齢期、高校世代前の学齢期における交流は現地の北海道

人会の皆さんの、積み重ねてきた苦労にとっても、北海道の子ど

もたちの未来にとっても、有効だと思いますので、是非覚書など

の締結についても、皆さん方が課題とされている、信頼関係の構

築のプロセスですとか、相手国・地域との合意はおそらく得られ

ていると思いますので、覚書などの締結も関係部と連携していた

だきますよう再度指摘をして質問を終わります。 

 

 

  

 

 


